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(57)【要約】
【課題】タッチする媒体が相違しても、タッチした位置
と画面上の表示位置がずれることのないタッチパネルシ
ステムを提供する。
【解決手段】タッチパネルシステム１は、タッチパッド
２２とモニタ２３とが一体化されたタッチパネル２と、
媒体ごとの位置補正量を定めた補正テーブルを記憶する
補正テーブル記憶部２１と、タッチパッド２２にタッチ
している媒体を判定する媒体判定部８と、判定された媒
体の位置補正量を補正テーブルから読み出して、読み出
した位置補正量に基づいて、タッチパッドにタッチされ
た位置を補正する補正部２０と、補正された位置に基づ
いて、タッチパネルに表示する映像信号を生成する表示
処理部１７とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチパッドとモニタとが一体化されたタッチパネルと、
　媒体ごとの位置補正量を定めた補正テーブルを記憶するテーブル記憶部と、
　前記タッチパッドにタッチしている媒体を判定する媒体判定部と、
　前記判定された媒体の位置補正量を前記補正テーブルから読み出して、前記読み出した
位置補正量に基づいて、前記タッチパッドにタッチされた位置を補正する補正部と、
　前記補正された位置に基づいて、前記タッチパネルに表示する映像信号を生成する表示
処理部とを備えた、タッチパネルシステム。
【請求項２】
　前記媒体判定部は、前記タッチされた領域の大きさに応じて、前記タッチされた媒体を
判定する、請求項１記載のタッチパネルシステム。
【請求項３】
　前記媒体判定部は、前記タッチされた領域の大きさが所定の大きさを超える場合に、前
記タッチされた媒体が消しゴムであると判定する、請求項２記載のタッチパネルシステム
。
【請求項４】
　前記媒体判定部は、前記媒体から発信される信号に従って、前記タッチされた媒体を判
定する、請求項１記載のタッチパネルシステム。
【請求項５】
　前記媒体判定部は、前記媒体から発信される信号を受信したときに、前記タッチされた
媒体がペンであると判定する、請求項４記載のタッチパネルシステム。
【請求項６】
　前記媒体判定部は、前記媒体から発信される信号を受信せず、かつ前記タッチされた領
域の大きさが所定の大きさ以下の場合に、前記タッチされた媒体が指先であると判定する
、請求項４記載のタッチパネルシステム。
【請求項７】
　タッチパッドとモニタとが一体化されたタッチパネルと、
　第１の媒体の位置補正量を基本補正量として記憶する補正量記憶部と、
　前記第１の媒体以外の媒体ごとの、差分補正量との対応を定めた差分テーブルを記憶す
るテーブル記憶部と、
　前記タッチパッドにタッチしている媒体を判定する媒体判定部と、
　前記判定された媒体が前記第１の媒体の場合には、前記補正量記憶部から基本補正量を
読み出して、前記タッチパッドにタッチされた位置を補正し、前記判定された媒体が前記
第１の媒体以外の媒体の場合には、前記補正量記憶部から基本補正量を読み出すとともに
、前記差分テーブルから前記判別された媒体の差分補正量を読み出して、前記基本補正量
および前記差分補正量に基づいて、前記前記タッチパッドにタッチされた位置を補正する
補正部と、
　前記補正された位置に基づいて、前記タッチパネルに表示する映像信号を生成する表示
処理部とを備えた、タッチパネルシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タッチパネルシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、タッチパネルのタッチ面にタッチし、座標を取得した際に、モニタの画面モ
ードやパネルの個体差などによるタッチ位置とモニタの画面位置の位置がずれるという問
題が指摘されている。
【０００３】
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　これに対して、たとえば特許文献１（特開平８－２７８８４８号公報）および特許文献
２（特開平５－２４１７３３号公報）には、タッチパネルドライバー等の座標変換処理部
で位置を補正する処理を行なうことが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平８－２７８８４８号公報
【特許文献２】特開平５－２４１７３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１（特開平８－２７８８４８号公報）および特許文献２（特開
平５－２４１７３３号公報）では、タッチする媒体（ペンや指先等）が相違しても、同一
の補正値を利用しているため、ある媒体では、タッチした位置と画面上の表示位置がずれ
ないが、別の媒体では、タッチした位置と画面上の表示位置がずれるという問題がある。
【０００６】
　それゆえに、本発明の目的は、タッチする媒体が相違しても、タッチした位置と画面上
の表示位置がずれることのないタッチパネルシステムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明のタッチパネルシステムは、タッチパッドとモニタ
とが一体化されたタッチパネルと、媒体ごとの位置補正量を定めた補正テーブルを記憶す
るテーブル記憶部と、タッチパッドにタッチしている媒体を判定する媒体判定部と、判定
された媒体の位置補正量を補正テーブルから読み出して、読み出した位置補正量に基づい
て、タッチパッドにタッチされた位置を補正する補正部と、補正された位置に基づいて、
タッチパネルに表示する映像信号を生成する表示処理部とを備える。
【０００８】
　好ましくは、媒体判定部は、タッチされた領域の大きさに応じて、タッチされた媒体を
判定する。
【０００９】
　好ましくは、媒体判定部は、タッチされた領域の大きさが所定の大きさを超える場合に
、タッチされた媒体が消しゴムであると判定する。
【００１０】
　好ましくは、媒体判定部は、媒体から発信される信号に従って、タッチされた媒体を判
定する。
【００１１】
　好ましくは、媒体判定部は、媒体から発信される信号を受信したときに、タッチされた
媒体がペンであると判定する。
【００１２】
　好ましくは、媒体判定部は、媒体から発信される信号を受信せず、かつタッチされた領
域の大きさが所定の大きさ以下の場合に、タッチされた媒体が指先であると判定する。
【００１３】
　本発明のタッチパネルシステムは、タッチパッドとモニタとが一体化されたタッチパネ
ルと、第１の媒体の位置補正量を基本補正量として記憶する補正量記憶部と、第１の媒体
以外の媒体ごとの、差分補正量との対応を定めた差分テーブルを記憶するテーブル記憶部
と、タッチパッドにタッチしている媒体を判定する媒体判定部と、判定された媒体が第１
の媒体の場合には、補正量記憶部から基本補正量を読み出して、タッチパッドにタッチさ
れた位置を補正し、判定された媒体が第１の媒体以外の媒体の場合には、補正量記憶部か
ら基本補正量を読み出すとともに、差分テーブルから判別された媒体の差分補正量を読み
出して、基本補正量および差分補正量に基づいて、タッチパッドにタッチされた位置を補
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正する補正部と、補正された位置に基づいて、タッチパネルに表示する映像信号を生成す
る表示処理部とを備える。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、タッチする媒体が相違しても、タッチした位置と画面上の表示位置が
ずれることがない。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】第１の実施形態のタッチパネルシステムの構成を表わす図である。
【図２】補正テーブルの例を表わす図である。
【図３】図１のタッチパネルシステムにおける媒体の判定処理の動作手順を表わすフロー
チャートである。
【図４】図１のタッチパネルシステムにおける補正処理の動作手順を表わすフローチャー
トである。
【図５】（ａ）は、媒体がペンで補正しない場合における、タッチパネルの表示例を表わ
す図である。（ｂ）は、媒体がペンで補正する場合における、タッチパネルの表示例を表
わす図である。
【図６】（ａ）は、媒体が指先で補正しない場合における、タッチパネルの表示例を表わ
す図である。（ｂ）は、媒体が指先で補正する場合における、タッチパネルの表示例を表
わす図である
【図７】（ａ）は、媒体が消しゴムで補正しない場合における、タッチパネルの表示例を
表わす図である。（ｂ）は、媒体が消しゴムで補正する場合における、タッチパネルの表
示例を表わす図である。
【図８】第２の実施形態のタッチパネルシステムの構成を表わす図である。
【図９】差分テーブルの例を表わす図である。
【図１０】図８のタッチパネルシステムにおける補正処理の動作手順を表わすフローチャ
ートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
　［第１の実施形態］
　図１は、第１の実施形態のタッチパネルシステムの構成を表わす図である。
【００１７】
　図１を参照して、このタッチパネルシステム１は、タッチパネル２と、専用のペン３と
、情報処理機器４とを備える。
【００１８】
　タッチパネル２は、タッチパッド２２とモニタ２３とが一体化されて構成される。
　タッチパッド２２は、センサ６と、ＲＡＭ（Random Access Memory）１０と、情報検出
部９と、第１通信部７と、第２通信部１１と、媒体判定部８とを含む、モニタ２３は、映
像入力部１３と、表示部１２とを含む。
【００１９】
　センサ６は、タッチされた領域を表わすタッチ領域情報を出力する。
　情報検出部９は、センサ６にて入力を検出した場合には、センサ６からタッチされた領
域を表わすタッチ領域情報を受ける。
【００２０】
　ＲＡＭ１０は、情報検出部９から出力されるタッチ領域情報およびタッチ位置情報を記
憶する。
【００２１】
　第１通信部７は、ペン３の先端ボタン１５が押されたときに、ペン３からボタン情報を
受信する。
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【００２２】
　第２通信部１１は、タッチ領域情報、タッチ位置情報および媒体情報からなる検出情報
、またはタッチ位置情報および媒体情報からなる検出情報を情報処理機器４へ送信する。
【００２３】
　媒体判定部８は、タッチ領域の大きさが所定の大きさを超える場合には、タッチされた
媒体をこのタッチパネルシステムに用いられる専用の消しゴムであると判定する。媒体判
定部８は、タッチ領域の大きさが所定の大きさ以下であり、かつ先端ボタン１５が押され
たことを示すボタン情報を受信した場合には、タッチされた媒体をペンであると判定する
。媒体判定部８は、タッチ領域の大きさが所定の大きさ以下であり、かつ先端ボタン１５
が押されたことを示すボタン情報を受信しない場合には、タッチされた媒体を指先である
と判定する。媒体判定部８は、第２通信部１１を通じて、タッチ領域情報、タッチ位置情
報および媒体情報からなる検出情報、またはタッチ位置情報および媒体情報からなる検出
情報を情報処理機器４へ送信する。
【００２４】
　映像入力部１３は、情報処理機器４から出力される映像信号を受信する。
　表示部１２は、映像入力部１３で受信した映像信号を表示する。
【００２５】
　ペン３は、第１通信部１４と、先端ボタン１５とを含む。
　先端ボタン１５は、ユーザがペン３を用いてタッチパッド２２をタッチするときに押下
げられる。
【００２６】
　第１通信部１４は、先端ボタン１５が押されたときにボタン情報を送信する。
　情報処理機器４は、たとえば、パソコンで構成されており、映像出力部１６と、表示処
理部１７と、補正処理部５と、第２通信部１８とを含む。
【００２７】
　表示処理部１７は、補正部２０から出力される位置および領域に従って、タッチパネル
２のモニタ２３に表示する映像信号を生成する。
【００２８】
　映像出力部１６は、表示処理部１７で生成された映像信号をタッチパネル２のモニタ２
３へ出力する。
【００２９】
　第２通信部１８は、タッチ領域情報、タッチ位置情報および媒体情報からなる検出情報
、またはタッチ位置情報および媒体情報からなる検出情報をタッチパネル２から受信する
。
【００３０】
　補正処理部５は、キャリブレーション部１９と、補正テーブル記憶部２１と、補正部２
０とを含む。
【００３１】
　補正テーブル記憶部２１は、媒体ごとの補正量を定めた補正テーブルを記憶する。
　図２は、補正テーブルの例を表わす図である。
【００３２】
　補正テーブルは、媒体がペンの場合のペン用補正量α、媒体が指先の場合の指先用補正
量β、媒体が消しゴムの場合の消しゴム用補正量γを記憶する。
【００３３】
　キャリブレーション部１９は、媒体ごとに、タッチパッド２２にタッチされている位置
および領域とモニタ２３に表示される位置および領域が一致するように補正量を入力させ
ることによって、補正テーブルを作成する。
【００３４】
　補正部２０は、媒体がペンの場合には、補正テーブルからペン用補正量を読出し、検出
情報に含まれるタッチ位置情報で示される位置にペン用補正量を加えて補正後の位置を求
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めて、表示処理部１７へ出力する。補正部２０は、媒体が指先の場合には、補正テーブル
から指先用補正量を読出し、検出情報に含まれるタッチ位置情報で示される位置に指先用
補正量を加えて補正後の位置を求めて、表示処理部１７へ出力する。補正部２０は、媒体
が消しゴムの場合には、補正テーブルから消しゴム用補正量を読出し、検出情報に含まれ
るタッチ位置情報で示される位置に消しゴム用補正量を加えて補正後の位置を求めて表示
処理部１７へ出力するとともに、検出情報に含まれるタッチ領域情報で示される領域に消
しゴム用補正量を加えて補正後の領域を求めて、表示処理部１７へ出力する。
【００３５】
　（媒体の判定処理の動作）
　図３は、図１のタッチパネルシステムにおける媒体の判定処理の動作手順を表わすフロ
ーチャートである。
【００３６】
　図３を参照して、情報検出部９は、センサ６に入力があった場合には（ステップＳ１０
１でＹＥＳ）、センサ６からタッチされた領域を表わすタッチ領域情報を受ける（ステッ
プＳ１０２）。
【００３７】
　媒体判定部８は、タッチ領域情報で示されるタッチ領域の大きさが所定の大きさを超え
るかどうかを調べる。
【００３８】
　媒体判定部８は、タッチ領域の大きさが所定の大きさを超える場合には（ステップＳ１
０３でＹＥＳ）、タッチされた媒体を消しゴムであると判定する（ステップＳ１０４）。
媒体判定部８は、消しゴムを表わす媒体情報を生成する。媒体判定部８は、タッチ領域の
左上の位置を表わすタッチ位置情報を生成する。媒体判定部８は、タッチ領域情報および
タッチ位置情報をＲＡＭ１０に保存する。媒体判定部８は、第２通信部１１を通じて、タ
ッチ領域情報、タッチ位置情報および媒体情報からなる検出情報を情報処理機器４へ送信
する（ステップＳ１０５）。
【００３９】
　媒体判定部８は、タッチ領域の大きさが所定の大きさ以下であり（ステップＳ１０３で
ＮＯ）、かつ第１通信部７を通じて、先端ボタン１５が押されたことを示すボタン情報を
受信した場合には（ステップＳ１０６でＹＥＳ）、タッチされた媒体をペンであると判定
する（ステップＳ１０７）。媒体判定部８は、ペンを表わす媒体情報を生成する。媒体判
定部８は、タッチ領域の左上の位置を表わすタッチ位置情報を生成する。媒体判定部８は
、タッチ位置情報をＲＡＭ１０に保存する。媒体判定部８は、第２通信部１１を通じて、
タッチ位置情報および媒体情報からなる検出情報を情報処理機器４へ送信する（ステップ
Ｓ１０８）。
【００４０】
　媒体判定部８は、タッチ領域の大きさが所定の大きさ以下であり（ステップＳ１０３で
ＮＯ）、かつ先端ボタン１５が押されたことを示すボタン情報を受信しない場合には（ス
テップＳ１０６でＮＯ）、タッチされた媒体を指先であると判定する（ステップＳ１０９
）。媒体判定部８は、指先を表わす媒体情報を生成する。媒体判定部８は、タッチ領域の
左上の位置を表わすタッチ位置情報を生成する。媒体判定部８は、タッチ位置情報をＲＡ
Ｍ１０に保存する。媒体判定部８は、第２通信部１１を通じて、タッチ位置情報および媒
体情報からなる検出情報を情報処理機器４へ送信する（ステップＳ１１０）。
【００４１】
　（補正処理の動作）
　図４は、図１のタッチパネルシステムにおける補正処理の動作手順を表わすフローチャ
ートである。
【００４２】
　図４を参照して、補正部２０は、第２通信部１８を通じて、検出情報を受信した場合に
は（ステップＳ２０１でＹＥＳ）、検出情報に含まれる媒体情報に従って媒体を判断する
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（ステップＳ２０２）。
【００４３】
　補正部２０は、媒体がペンの場合には（ステップＳ２０３でＹＥＳ）、補正テーブルか
らペン用補正量を読出す（ステップＳ２０４）。補正部２０は、検出情報に含まれるタッ
チ位置情報で示される位置に、ペン用補正量を加えて、補正後の位置を求めて、表示処理
部１７へ出力する（ステップＳ２０５）。表示処理部１７は、補正後の位置にドットを表
示するための映像信号を生成する（ステップＳ２０６）。
【００４４】
　補正部２０は、媒体が指先の場合には（ステップＳ２０７でＹＥＳ）、補正テーブルか
ら指先用補正量を読出す（ステップＳ２０８）。補正部２０は、検出情報に含まれるタッ
チ位置情報で示される位置に、指先用補正量を加えて、補正後の位置を求めて、表示処理
部１７へ出力する（ステップＳ２０９）。表示処理部１７は、補正後の位置にドットを表
示するための映像信号を生成する（ステップＳ２１０）。
【００４５】
　補正部２０は、媒体が消しゴムの場合には（ステップＳ２１１でＹＥＳ）、補正テーブ
ルから消しゴム用補正量を読出す（ステップＳ２１２）。補正部２０は、検出情報に含ま
れるタッチ位置情報で示される位置に、消しゴム用補正量を加えて、補正後の位置を求め
て、表示処理部１７へ出力する。さらに、補正部２０は、検出情報に含まれるタッチ領域
情報で示される領域に、消しゴム用補正量を加えて、補正後の領域を求めて、表示処理部
１７へ出力する（ステップＳ２１３）。表示処理部１７は、補正後の領域からドットを消
去するための映像信号を生成する（ステップＳ２１４）。
【００４６】
　（現象図）
　図５（ａ）は、媒体がペンで補正しない場合における、タッチパネルの表示例を表わす
図である。
【００４７】
　図５（ａ）のように、補正しない場合には、ペンでタッチしている位置と、ペンでのタ
ッチによって描画される位置とがずれる。
【００４８】
　図５（ｂ）は、媒体がペンで補正する場合における、タッチパネルの表示例を表わす図
である。
【００４９】
　図５（ｂ）では、ペンでのタッチによって描画される位置を補正しない場合の位置から
ペン用補正量だけ移動させている。これによって、ペンでタッチしている位置と、ペンで
のタッチによって描画される位置とを一致させることができる。
【００５０】
　図６（ａ）は、媒体が指先で補正しない場合における、タッチパネルの表示例を表わす
図である。
【００５１】
　図６（ａ）のように、補正しない場合には、指先でタッチしている位置と、指先でのタ
ッチによって描画される位置とがずれる。
【００５２】
　図６（ｂ）は、媒体が指先で補正する場合における、タッチパネルの表示例を表わす図
である。
【００５３】
　図６（ｂ）では、指先でのタッチによって描画される位置を補正しない場合の位置から
指先用補正量だけ移動させている。これによって、指先でタッチしている位置と、指先で
のタッチによって描画される位置とを一致させることができる。
【００５４】
　図７（ａ）は、媒体が消しゴムで補正しない場合における、タッチパネルの表示例を表
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わす図である。
【００５５】
　図７（ａ）のように、補正しない場合には、消しゴムでタッチしている位置と、消しゴ
ムでのタッチによって消去される位置とがずれる。
【００５６】
　図７（ｂ）は、媒体が消しゴムで補正する場合における、タッチパネルの表示例を表わ
す図である。
【００５７】
　図７（ｂ）では、消しゴムでのタッチによって消去される領域を補正しない場合の領域
から消しゴム用補正量だけ移動させている。これによって、消しゴムでタッチしている領
域と、消しゴムでのタッチによって消去される領域とを一致させることができる。
【００５８】
　（効果）
　以上のように、本実施の形態によれば、媒体ごとの補正量を定めた補正テーブルに基づ
いて、タッチパネルにタッチする媒体に応じてタッチされた位置から表示位置を求めるた
めの補正量を変えるので、タッチする媒体が相違しても、タッチした位置と画面上の表示
位置がずれることがないようにすることができる。
【００５９】
　［第２の実施形態］
　図８、第２の実施形態のタッチパネルシステムの構成を表わす図である。
【００６０】
　図８のタッチパネルシステム１００が、図１のタッチパネルシステム１と相違する点は
、以下である。
【００６１】
　ペン用補正量記憶部５２は、ペン用補正量を記憶する。
　差分テーブル記憶部５１は、ペン以外の媒体について、媒体ごとのペン用補正量との差
分量を定めた差分テーブルを記憶する。
【００６２】
　図９は、差分テーブルの例を表わす図である。
　この差分テーブルは、媒体が指先の場合の指先用差分量Ａ、媒体が消しゴムの場合の消
しゴム用差分量Ｂを記憶する。指先用差分量Ａは、指先用補正量とペン用補正量との差分
量を表わす。消しゴム用差分量Ｂは、指先用補正量と消しゴム用補正量との差分量を表わ
す。
【００６３】
　キャリブレーション部５９は、ペン以外の媒体ごとに、タッチパッド２２にタッチされ
ている位置および領域とモニタ２３に表示される位置および領域が一致するように補正量
を入力させることによって、差分テーブルを作成する。
【００６４】
　補正部５０は、媒体がペンの場合には、ペン用補正量記憶部５２からペン用補正量を読
出し、検出情報に含まれるタッチ位置情報で示される位置にペン用補正量を加えて補正後
の位置を求めて、表示処理部１７へ出力する。補正部５０は、媒体が指先の場合には、ペ
ン用補正量記憶部５２からペン用補正量を読出し、差分テーブルから指先用位置差分量を
読出し、検出情報に含まれるタッチ位置情報で示される位置に、指先用位置差分量とペン
用補正量との和を加えて、補正後の位置を求めて、表示処理部１７へ出力する。補正部５
０は、媒体が消しゴムの場合には、ペン用補正量記憶部５２からペン用補正量を読出し、
差分テーブルから消しゴム用差分量を読出し、検出情報に含まれるタッチ位置情報で示さ
れる位置に、消しゴム用差分量とペン用補正量との和を加えて、補正後の位置を求めて、
表示処理部１７へ出力するともに、検出情報に含まれるタッチ領域情報で示される領域に
、消しゴム用差分量とペン用補正量との和を加えて、補正後の領域を求めて、表示処理部
１７へ出力する。
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【００６５】
　（補正処理の動作）
　図１０は、図８のタッチパネルシステムにおける補正処理の動作手順を表わすフローチ
ャートである。
【００６６】
　図１０を参照して、補正部５０は、第２通信部１８を通じて、検出情報を受信した場合
には（ステップＳ３０１でＹＥＳ）、検出情報に含まれる媒体情報に従って媒体を判断す
る（ステップＳ３０２）。
【００６７】
　補正部５０は、媒体がペンの場合には（ステップＳ３０３でＹＥＳ）、ペン用補正量記
憶部５２からペン用補正量を読出す（ステップＳ３０４）。補正部５０は、検出情報に含
まれるタッチ位置情報で示される位置に、ペン用補正量を加えて、補正後の位置を求めて
、表示処理部１７へ出力する（ステップＳ３０５）。表示処理部１７は、補正後の位置に
ドットを表示するための映像信号を生成する（ステップＳ３０６）。
【００６８】
　補正部５０は、媒体が指先の場合には（ステップＳ３０７でＹＥＳ）、ペン用補正量記
憶部５２からペン用補正量を読出す（ステップＳ３０８）。補正部５０は、さらに、差分
テーブルから指先用位置差分量を読出す（ステップＳ３０９）。補正部５０は、検出情報
に含まれるタッチ位置情報で示される位置に、指先用位置差分量とペン用補正量との和を
加えて、補正後の位置を求めて、表示処理部１７へ出力する（ステップＳ３１０）。表示
処理部１７は、補正後の位置にドットを表示するための映像信号を生成する（ステップＳ
３１１）。
【００６９】
　補正部５０は、媒体が消しゴムの場合には（ステップＳ３１２でＹＥＳ）、ペン用補正
量記憶部５２からペン用補正量を読出す（ステップＳ３１３）。補正部５０は、さらに、
差分テーブルから消しゴム用差分量を読出す（ステップＳ３１４）。補正部５０は、検出
情報に含まれるタッチ位置情報で示される位置に、消しゴム用差分量とペン用補正量との
和を加えて、補正後の位置を求めて、表示処理部１７へ出力する。補正部５０は、検出情
報に含まれるタッチ領域情報で示される領域に、消しゴム用差分量とペン用補正量との和
を加えて、補正後の領域を求めて、表示処理部１７へ出力する（ステップＳ３１５）。表
示処理部１７は、補正後の領域からドットを消去するための映像信号を生成する（ステッ
プＳ３１６）。
【００７０】
　（効果）
　以上のように、本実施の形態によれば、ペン用補正量と、ペン以外の媒体について、媒
体ごとのペン用補正量との差分量を定めた差分テーブルに基づいて、タッチパネルにタッ
チする媒体に応じて、タッチされた位置から表示位置を求めるための補正量を変えるので
、タッチする媒体が相違しても、タッチした位置と画面上の表示位置がずれることがない
ようにすることができる。
【００７１】
　（変形例）
　本発明は、上記の実施形態に限定されるものではなく、たとえば以下のような変形例も
含む。
【００７２】
　（１）　媒体
　本発明の実施形態では、消しゴムは、専用品であるが、ボタンを有さないものとしたが
、これに限定するものではない。ペンに先端ボタンを設けたのと同様に、消しゴムに専用
のボタンを設け、ユーザが消しゴムでタッチパネルにタッチするとときに、この専用ボタ
ンを押下げて、タッチパネルにボタン情報を送信することとしてもよい。
【００７３】
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　また、専用の消しゴムでなく、タッチパッド２２にタッチする領域の大きさが所定の大
きさ以上となるような物体、たとえば手の平などを消しゴムとして用いることとしてもよ
い。
【００７４】
　（２）　個人差
　本発明の実施形態では、個人差は考慮しなかったが、個人ごとの補正テーブルおよび差
分テーブルを設けることとしてもよい。
【００７５】
　（３)　媒体判定
　本発明の実施形態では、媒体の判定は、タッチパッド側で行なうこととしたが、これに
限定されるものではなく、情報処理機器側で行なうこととしてもよい。
【００７６】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図され
る。
【符号の説明】
【００７７】
　１，１００　タッチパネルシステム、２　タッチパネル、３　ペン、４，５４　情報処
理機器、５，５３　情報処理機器、６　センサ、７，１４　第１通信部、８　媒体判定部
、１１，１８　第２通信部、１２　表示部、１３　映像入力部、１５　先端ボタン、１６
　映像出力部、１７　表示処理部、１９，５９　キャリブレーション部、２０，５０　補
正部、２１　補正テーブル記憶部、５１　差分テーブル記憶部、５２　ペン用補正量記憶
部。

【図１】 【図２】



(11) JP 2012-108647 A 2012.6.7

【図３】 【図４】
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